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【主な研究成果】
当該年度は新規デンタルインプラント表面性状開発を目指して基盤構築研究を行った．インプラント周囲に発症する生物学的併発症のひとつにインプラント周囲に惹起される薬剤関連顎骨壊死（MRONJ）があるが，そのような過酷な環境下でも併発症を生じにくい，および/または炎症が波及しづらいインプラント開発という観点から基礎研究を行った．実際には，研究代表者が開発したMRONJモデルマウスに対して非培養脂肪組織由来細胞（Stromal Vascular Fraction Cells：SVFCｓ）または高機能化末梢血単核球由来細胞（Quality and Quantity controlled Peripheral Blood Mononuclear Cells：QQ-PBMNCs）を移植して予防・治癒・緩解するモデルを作製し，MRONJ病変とMRONJ予防・治癒・緩解モデルにおける創部軟組織のコラーゲン配向性を，共同研究者が所有する複屈折顕微鏡にて撮像し，定量解析を行った．その結果，MRONJ病変と比較して，MRONJ予防・治癒・緩解モデルマウスではコラーゲンの優先配向が有意に変化し，さらに移植細胞種によって優先配向が大きく異なることが明らかとなった．
【今後の展望】
当該年度の研究成果は，炎症状態での軟組織応答性を検討しており，新規インプラント表面性状の開発に対する基盤構築になったと思われた．今後の展望としては，インプラント周囲炎モデル動物または細胞実験を用いた検証を行っていきたいと考えている．
【具体的な成果】
　●論文：「Different effects of transplanted cell types on BRONJ-like lesions in mice」と題してInternational Journal of Molecular Sciencesに投稿準備中
　●学会発表：
黒嶋伸一郎，松澤　樹，石丸智也．BRONJ様病変の治癒に異なった影響を与える非培養SVFCsと培養QQPBMNCs移植治療．第45回日本骨形態計測学会．日本骨形態計測学会雑誌　第45回日本骨形態計測学会抄録号・35巻第1号．143．令和7年6月26日－28日（27日発表決定）．大宮ソニックシティ（埼玉）． 
　●招待講演：
黒嶋伸一郎．シンポジウム3「骨形態計測手法を用いた新規骨デバイスの研究開発と臨床応用」「骨質を基盤としたデンタルインプラントの開発と製品化」．日本骨形態計測学会雑誌　第45回日本骨形態計測学会抄録号・35巻第1号．92．令和7年6月26日－28日（27日発表決定）．大宮ソニックシティ（埼玉）．
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